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下
を
向
い
て
歩
い
た
り
、
表
情

が
暗
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
人

も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

支
援
の
必
要
な
人
ほ
ど
残
り
や

す
く
な
る
の
で
、
よ
り
支
援
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

仮
設
空
宅
の
支
援
体
制
は
入
居

者
の
転
居
に
と
も
な
い
、
縮
小

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

と
同
じ
程
度
の
支
援
が
必
要
な

の
に
、
支
援
者
は
減
っ
て
い
く

の
で
す
。

こ
の
状
況
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
支
援
者
だ
け
で
問
題
を
抱

え
込
む
の
で
は
な
く
、
周
り
の

人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

こ
ろ
に
、
新
た
な
支
援
者
と
一

か
ら
関
係
を
構
築
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
負
担
も
重
ね

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

送
り
出
す
側
と
受
け
入
れ
る
側

の
引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
れ

ば
、
そ
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま

で
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
支

え
て
き
た
支
援
員
と
行
政
や

関
係
機
関
と
の
力
を
、
復
興

公
営
住
宅
で
活
か
す
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
ぜ
ひ
お
考
え
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

周
辺
環
境
と

　
　
　
　

と
も
に
支
援
を

復
興
公
営
住
宅
へ
の
転
居
が

始
ま
り
、
時
間
が
経
過
し
て
い

く
と
、
ど
ん
ど
ん
仮
設
住
宅
か

ら
人
が
抜
け
て
い
き
ま
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
場
合
、
入

居
が
抽
選
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て

い
っ
た
の
で
、
何
度
も
抽
選
に

は
ず
れ
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
抽
選
に
は
ず
れ
続
け
る
こ

と
と
、
受
か
っ
た
人
を
送
り
出

し
続
け
る
こ
と
の
精
神
的
な
ダ

メ
ー
ジ
は
と
て
も
大
き
な
も
の

で
す
。仮
設
住
宅
内
で
は
、段
々

鍵
と
な
る
の
は

　
　
　
「
仕
組
み
づ
く
り
」

当
時
で
き
て
い
な
か
っ
た
一

番
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
引
き
継
ぎ
」
が
あ
り
ま
す
。

送
り
出
す
側
と
受
け
入
れ
る
側

が
、
個
別
支
援
が
必
要
な
人
の

情
報
を
引
き
継
ぐ
体
制
が
な
い

と
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
、

仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅

と
い
う
、
度
重
な
る
転
居
に

よ
っ
て
負
担
を
受
け
て
い
る
と

て
頼
む
な
ど
、
で
き
る
だ
け

安
く
で
き
る
方
法
・
情
報
を

集
め
る
こ
と
も
移
行
期
の
支

援
と
し
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

復
興
公
営
住
宅
に
移
る
と
当

然
家
賃
が
発
生
す
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
仮
設
住
宅
に
長
く

い
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
、
転
居

に
向
け
て
の
ブ
レ
ー
キ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
考
え
て
い
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

そ
の
間
を
し
の
い
で
い
く
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
機
能
や

交
流
活
動
の
継
続
、
仮
設
住

宅
を
共
用
部
分
を
維
持
管
理
し

て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
、
仮
設
住
宅
の
住
民
と
支
援

者
だ
け
の
力
で
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
周
辺
地
域
と
の
支
援
関

係
を
今
の
う
ち
に
し
っ
か
り
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
も
た
い
せ
つ

で
す
。

平成 25 年度　宮城県被災者従事者研修
仮設住宅等から災害公営住宅への移行対策研修

災害公営住宅ってなんだろうセミナー
～災害公営住宅に移ったときに気をつけること・周辺地域の住民にできること～

【名取会場】2/27（木）2/28（金）仙台法務局名取出張所

【気仙沼会場】3/3（月）3/4（火）気仙沼保健福祉事務所

【石巻会場①】3/12（水）3/13（木）石巻市ささえあい総括センター

【石巻会場②】3/24（月）3/25（火）石巻市ささえあい総括センター

【仙台会場①】2/26（水）仙台市戦災復興記念館 4階第４会議室

【気仙沼会場】3/4（火）会場未定

【石巻会場】3/13（木）会場未定

【仙台会場②】3/25（火）会場未定
☆詳しくは事務局にお問い合わせください。　全国コミュニティライフサポートセンター　TEL：022-727-8730

平成25年度宮城県震災復興担い手 NPO等支援事業
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生活困窮者への支援を考える
第3 回　当事者参加の自立のありかた

先
輩
で
す
。
初
め
て
参
加
す
る

参
加
者
に
、「
公
園
整
備
の
場

所
に
行
く
道
順
は
こ
う
だ
よ
」

「
作
業
の
服
装
は
…
…
」
と
教

え
て
い
ま
し
た
。
酒
も
減
り
、

「
自
分
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
。
人
の
こ
と
を

心
配
し
た
り
、
俺
っ
て
こ
ん
な

に
し
ゃ
べ
れ
た
ん
だ
な
あ
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
4
月
、
公
園
整

備
が
始
ま
る
日
に
オ
ッ
チ
ャ
ン

は
亡
く
な
り
ま
し
た
。オ
ッ
チ
ャ

ン
は
、年
齢
や
病
気
な
ど
を
考

え
る
と
、生
活
保
護
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
こ
と
で
自
尊
感
情

を
取
り
戻
し
、
仲
間
の
な
か
で
、

図
は
、北
海
道
釧
路
市
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
の
自
尊
感
情

の
回
復
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
や

役
割
が
あ
る
社
会
的
居
場
所
に

連
動
し
た
『
中
間
的
就
労
』
と

い
う
【
参
加
】
を
ま
ず
大
事
に

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
徴
で
す
。

無
口
な
オ
ッ
チ
ャ
ン
の
参
加

仲
間
か
ら
オ
ッ
チ
ャ
ン
と
呼

ば
れ
る
60
歳
代
の
男
性
受
給

者
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
公

園
整
備
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
無
口
な
タ
イ
プ
で
出
稼
ぎ

か
ら
帰
っ
て
来
て
も
、「
家
で

も
家
族
と
会
話
を
す
る
の
が
で

き
な
く
て
な
あ
…
…
、
酒
を
飲

ん
で
気
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
る
し
か

な
か
っ
た
」
そ
う
で
す
。
オ
ッ

チ
ャ
ン
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
依

存
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う

ち
に
妻
子
と
離
別
し
、
肝
臓
な

ど
を
壊
し
ま
し
た
。
希
望
も
な

く
、「
も
う
ど
う
で
も
い
い
や
」

と
思
い
餓
死
寸
前
に
ま
で
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
周
り
の
助
け
で

２
０
０
３
年
に
生
活
保
護
を
受

給
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公
園

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
の
で
す
。

公
園
整
備
作
業
は
、
雑
草
を

刈
っ
た
り
雑
草
が
生
え
て
こ
な

い
よ
う
に
木
の
チ
ッ
プ
を
敷
き

詰
め
た
り
す
る
作
業
で
す
。
参

加
す
る
う
ち
に
受
給
者
同
士
が

打
ち
解
け
て
、
冗
談
が
言
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
み
ん

な
と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
増
え
る

の
が
楽
し
い
な
あ
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
部
屋
に
こ
も
っ

て
い
な
い
で
、
外
に
出
て
汗
を

流
し
、
身
体
を
動
か
し
て
い
る

と
ス
カ
ッ
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
オ
ッ
チ
ャ
ン
は
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

人
生
は
い
つ
で
も
や
り
直
せ
る

オ
ッ
チ
ャ
ン
は
公
園
整
備
の

自
分
の
役
割
を
受
け
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。賃
金
を
生
み

出
し
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

オ
ッ
チ
ャ
ン
は
市
民
の
知
ら
な

い
名
も
な
き
地
域
の
担
い
手
と

し
て
生
き
ま
し
た
。

ほ
か
の
参
加
者
か
ら
も
、「
疲

れ
て
帰
る
か
ら
、
夜
眠
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
人
生
い
つ
で
も

や
り
直
せ
る
っ
て
思
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

尻
叩
き
の
【
就
労
支
援
】
か

ら
当
事
者
目
線
で
「
支
援
」
を

考
え
る
こ
と
。「
支
援
」
し
て

あ
げ
る
関
係
で
は
な
く
て
、
当

事
者
同
士
の
高
め
合
い
を
大
事

に
し
た
「
支
援
」
が
大
事
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

櫛部 武俊 KUSHIBE TAKETOSHI
一般社団法人釧路社会的企業創造協議会副代表・宮城県サポートセンター支援事務所アドバイザー

【プロフィール】
1951 年、北海道富良野市生まれ。北星学園
大学文学部社会福祉学科卒。釧路市知的障が
い児施設児童指導員、保護課勤務ケースワー
カー等を経て、現職。2010 年度厚生労働省
社会・援護局「生活保護受給者の社会的居場
所づくりと新しい公共に関する研究会」委員。
著書に『希望をもって生きる～生活保護の常
識を覆す釧路チャレンジ』（共著／ CLC）など
多数

『希望をもって生きる』
定価：本体 1,600 円＋税

自立支援プログラム全体概要
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

2012 年から宮城県サポートセンター支援事務所
に所属し、月に 1回 1週間ずつ宮城県内のサポート
センターなどを訪問するなかで、被災者支援にかか
わるＮＰＯなどの支援団体との出会いもあります。
しかも、それがスピリチュアルな出会いなのです。
先月も南三陸町を訪問した際、総合体育館入り口の
芝生横にキャンピングカーを止め、簡易テントを張
り、向かい合ってお話をされている人たちに出会い
ました。『ケアカフェ心香（ＣｏＣｏ）』の幟

のぼり

が出て
いました。
カフェを運営されている「一般社団法人パストラ
ルケアセンターＨＵＧハウス」代表のＴさんにお話
をうかがうと、震災後、神戸からこちらに来て長期
滞在し、震災で深く傷ついた人たちの心のケアや勉
強会をしてきた、とのことでした。“パストラルケア”
とは、キリスト教を背景にカウンセリングだけでは

難しい、生死にかかわる心の深い部分のケアを目的
としたものだそうです。聞きなれない言葉ですが、
“スピリチュアルケア”＝魂のケア、とも言われます。
Ｔさんの地道なケアにより救われた地元の人たち 6
人が、今ではスタッフとして活動されていました。
震災で、かけがえのないたいせつな人や家、仕事

などをなくし、悲嘆にくれる人たちが、死とはなに
か？　生きるとはなにか？　を問い続け、癒しと救
いを求めています。自らの居住地を遠く離れて、損
得抜きで被災地に赴き、継続して被災者の支援に携
わる人がいる。Ｔさんたちの活動を見て、その生き
方、存在そのものが“魂”の具現のように感じました。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

今、被災地では、災害公営住宅等への移行に向けて
の支援のありかたを問う動きが目立ってきました。と
はいえ、この動きになかなかのれない被災者の存在も
クローズアップされています。今の社会は、自己決定・
自己選択、それに呼応する申請主義が基本。「声なき声」
の人たちが取り残される懸念が増しています。
阪神・淡路大震災の教訓は、「残りものには福はない」
ということです。仮設住宅で長期的に生活をする選択
をする人たちへの早い時期からの支援、サポートセン
ターのスタッフを中心にした丁寧な支援が欠かせませ
ん。「仮設住宅を閉めますから出て行ってください！」
という対応をしては最悪です。
サポートセンターが担ってきた役割が活きるのは、
まさに今からです。日々の「寄り添う」見守りで培っ
たアセスメント力が、被災者の代弁者的機能を果たし

つつ、地域移行に希望をつなぐ支援に結びつくのです。
制度やサービスをそろえても、そこにアクセスでき
ない事情を抱える人たちがいること、これは被災地だ
けの事情ではありません。平時にあっても見落とされ
ていたことです。このような視点をもたないで、機械
的に災害公営住宅移行を進めると、孤立化は避けられ
ず、阪神・淡路大震災と同じ轍を踏みかねません。
丁寧な地域移行に向けた支援を、サポートセンター
が行政と連携して進めると、地域移行後においてもサ
ポートセンター機能の継続的な支援の必要性も認識さ
れるでしょう。サポセンは、まさに今の日本社会にお
いて必要な公助の仕組みです。そして、それを動かす
のは、「自助」「共助」の視点をもつスタッフの皆さん
なのです。
2014 年も「よろしく！」

宮城でのスピリチュアルな（魂の）出会い

ひとりごと
宮城県サポートセンター支援事務所 

  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。
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 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

☆次号予告　特集「ちょっとの支え合いで暮らしやすい地域に」

編 集 後 記
昨年９月から取材を担当しています。仮設住宅でのコミュニティづくりや見守り・支え合い
活動は、一般のまちづくりに生かせると強く感じました。住民の方々の取り組みや支援員の
皆さんの活躍をひとつでも多く取り上げて紹介していきたいと思います。（木村）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

宮城県南三陸町の仮設住宅団地でのサロン活動は、現在す
べて住民の自主的な運営に任されている。以前は、被災者生
活支援センター（町社会福祉協議会）に所属する生活支援員
が運営を補助していた。
サロンを住民にゆだねたことについて、同センター事業
課長の須藤美代子さんは、「震災前に地域で普通に行われて
いた『お茶飲み』を取り戻してもらうためです」と説明する。
被災者としての生活から、少しでも自律性のある「普通の暮
らし」へ近づいてもらいたいという思いがある。
サロン活動は、震災から５か月ほど経った 2011年８月ス
タート。住民同士の交流や引きこもりの防止などに大きな効
果を上げる一方、住民も支援員も互いに依存する傾向が出て
きた。サロンは重要でも、それを開くこと自体が目的になっ
てはならない。支援員が行うべき本来の支援は、生活再建に
向け、住民の活力を引き出すことだ。
サロン開始から１年近く経った 2012年5月ごろ、センター
は住民が自主的にサロンを運営できるよう働きかけを行うこ
とを決めた。
参加者には「皆さんが好きなように（運営）してかまいま

せんよ」などと話しかけ、さりげなくセンターの姿勢を伝え
ていった。混乱を招かないよう、ゆっくり支援員の補助を減
らし、住民が自然に運営に加われる環境をつくった。
住民の気運も徐々に高まり、同年 10 月までにすべての仮
設住宅団地のサロンが住民の手で運営されるようになった。
支援チームのリーダーで同センター主任の芳賀裕子さん
は、支援活動当初を振り返り、「支援員が何をする人なのか
理解してもらえず、悩み苦しんだこともありました」と打ち
明ける。粘り強く地道な支援活動を続け、多くの住民の信頼
を得た。「皆さんに毎日丁寧に接し、寄り添い続けたことで
受け入れてもらいました」と芳賀さん。今では住民が気軽に
支援員に声をかけてくれる。支援員がサロンに招かれること
も少なくない。
お互いの信頼が、サロン運営を巡る一連の動きによい影響
を与えたことは間違いない。住民の力を引き出す本来の支援
が、信頼を背景にうまく行われているようだ。

住民の自主性引き出し
サロン運営ゆだね

暮らしを支える支援員

南三陸町社会福祉協議会　被災者生活支援センター
（宮城県南三陸町）

木

宮城県
南三陸町

　　　　　　　　 月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。ぜひ忌憚のないご意見・
ご感想を FAX またはメールにて編集部までお聞かせください。

16 号を読んで…
・特集「自治活動が果たした成果」を読み、自治会でのサークル活動の意義を再認識
しました（宮城県・Ｋさん）

読 者 の 声

情報提供

問い合わせ先　全国コミュニティライフサポートセンター  TEL ０２２-７２７-８７３０

平成25年度　岩手県高齢者等サポート拠点従事職員等研修

管理者（スーパーバイザー）研修

2014年2月7日（金）大槌町役場 ３階大会議室

南三陸町社会福祉協議会　被災者生活支援センター
〒986-0725　宮城県南三陸町志津川字袖浜29-８
TEL 0226-29-6452  FAX 0226-46-5158

D
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被災者生活支援センター事業課長の須藤美代子
さん（右）と主任の芳賀裕子さん（左）


